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令和 8 年度第 1 回長南町地域公共交通活性化協議会会議録 

 

日 時：令和 8 年 6 月 24 日（水）13：30～ 

場 所：役場庁舎２F 第 1 会議室 

出席者：成田委員、鈴木委員、佐藤委員、石川委員、星野委員、岩﨑委員、 

荒井委員、福浪委員、山本委員、山口委員 

    若林委員（代理）千葉県総合企画部交通企画課 大上様 

    深山委員（代理）小湊鉄道株式会社長南営業所 所長 丸様 

欠席者：佐久間会長、高山委員、木本委員 

事務局：江澤課長、安藤係長、在原、鈴木、市原 

 

１． 開  会 

 

安藤係長：定刻となりましたので、ただいまより令和 8 年度第１回長南町地域公共交

通活性化協議会の方を始めさせていただきます。本日は、公私とも大変お

忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。まず、配布資

料の確認をさせていただきます。 

① 協議会 次第 

② 委員名簿 

③ 座席表 

④ 長南町地域公共交通活性化協議会設置要綱 

⑤ 資料１歳入歳出決算書 

⑥ 資料２令和８年度長南町地域公共交通活性化協議会予算案 

⑦ 資料３令和９年度長南町地域公共交通計画別紙（地域内フィーダー） 

⑧ 資料４令和９年度長南町地域公共交通計画別紙（地域間幹線） 

⑨ 資料５令和７年度長南町地域公共交通計画の評価 

⑩ 資料６長南町地域公共交通計画の目標達成のための施策について 

⑪ 資料７別紙 長南町地域公共交通計画の目標達成のための施策の検討            

  案についての意見書の記入用紙でございます。 

不足等ございませんでしょうか。 

 

２． 委員紹介 

 

安藤係長：今回新しく委員になられた方もいらっしゃいますので、本協議会の設置の

目的等について、ご説明させていただきます。お手元に配布しました協議
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会設置要綱をご覧ください。第１条目的でございます。本協議会につきま

しては、道路運送法の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生

活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利用の増進を図り、地域

の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するととも

に、地域公共交通計画及び地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要

綱に基づく、生活交通確保維持改善計画の策定に関する協議及び実施に係

る連絡調整を行うために設置された協議会でございます。 

それでは本年度第１回目の会議となりますので委員の皆様のご紹介をさせ

ていただきます。 

 

① 千葉県総合企画部 交通計画課 地域公共交通担当課長 若林委員の代

理で、千葉県総合企画部 交通計画課 地域公共交通室 大上様 

② 一般社団法人 千葉県バス協会専務理事 成田委員 

③ 小湊鉄道株式会社 バス部長 深山委員の代理で、小湊鉄道株式会社 

長南営業所 所長 丸様 

④ 有限会社長南タクシー 取締役 鈴木委員 

⑤ 長生土木事務所 次長 佐藤委員 

⑥ 町区長会長 石川委員 

⑦ 利用者 星野委員 

⑧ 利用者 岩﨑委員 

⑨ 利用者 荒井委員 

⑩ 千葉運輸支部首席 運輸企画専門官 福浪委員 

⑪ 町福祉課長 山本委員 

⑫ 町教育課長 山口委員 

続きまして欠席者の報告をさせていただきます。  

① 長南町副町長 佐久間委員 

② 茂原警察署 交通課長 高山委員 

③ 長南町社会福祉協議会 会長 木本委員 

次に、事務局を紹介させていただきます。 

       企画財政課長 江澤でございます。 

       企画財政課 主事 在原でございます。 

       企画財政課 主事補 鈴木でございます。 

       企画財政課 主事補 市原でございます。 

       最後に司会を務めさせていただきます、安藤と申します。 

       よろしくお願いします。 
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       以上で、紹介を終わります。 

     また、本日の会議につきましては、協議会設置要網第 8 条第 2 項の規定に

より、出席者が委員の過半数に達しており、会議は成立しておりますの

で、ご報告申し上げます。 

 

３． 会長あいさつ 

 

安藤係長：続きまして、次第の３、会長挨拶の方に入ります。先ほどご説明させてい

ただいたとおり、本日会長であります佐久間委員が欠席となっております

ので、副会長でいらっしゃる岩﨑委員の方にご挨拶の方をお願いしたいと

思います。岩﨑副会長、会長席の方にご移動いただいて、ご挨拶いただい

てよろしいでしょうか。 

 

岩﨑副会長：本日は長南町地域公共交通活性化協議会にご参加いただきまして誠にあり

がとうございます。本来であれば会長がご挨拶申し上げるところではござい

ますが、欠席ということで、 大変恐縮でございますが会長に代わりまして

一言ご挨拶を申し上げさせていただきます。長南町の人口減少また高齢化に

ついては進む一方でございますこのような過疎地域での公共交通を維持す

ることにつきましては様々な課題が伴うのではないかと考えられます。その

ような中におきまして、今年度よりデマンドタクシーが 1 事業者で運用に

なるなど、本町の公共交通の体制の変化が訪れております。本協議会として

も、より良い交通体系を実現するために、委員の皆様方には、忌憚のない

ご意見を頂戴したいなと思っております。何卒よろしくお願い申し上げま

す。簡単でございますが、挨拶にさせていただきます。本日はよろしくお願

いいたします。 

 

安藤係長：岩﨑副会長、ありがとうございました。それでは、議事に入らせていただき

ます。進行につきましては、長南町地域公共交通活性化協議会設置要項第 7

条第 2 項の規定及び第 8 条第１項の規定により、岩﨑副会長を会長の代理と

し、議長を務めていただきます。 

 

岩﨑副会長：早速ですが議題に入らせていただきます。議題（１）令和７年度歳入歳出予

算決算の認定について と議題（２）令和８年度予算案について 事務局よ

り説明をお願いします。 
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鈴木（裕）：資料 1－1 令和 7 年度長南町地域公共交通活性化協議会歳入歳出決算書 

      資料 1－2 監査報告書 

      資料２  令和 8 年度長南町地域公共交通活性化協議会予算（案）を用い

て説明。 

 

岩﨑副会長：ありがとうございました。ただ今の説明に対し、ご意見、ご質問等はござい

ますか？ 

成田委員：ただいまのご説明の中で補足させていただきたいのですが、資料 1 及び資

料 2 の 地域公共交通確保維持改善事業費補助金について 国からの補助金

が町でなくて、この協議会に受け入れられるというようなご説明がありま

した。この補助金については種類が 2 つあって、地域内フィーダーはこの

協議会で受け入れるのですが、 地域間幹線系統の補助金はバス事業者の方

に直接振り込まれるというようなものになっておりますそこについてのご

説明が協議会に全て入るような言い方だったんです。来年度以降は、その

あたりを分けて説明してほしいというのがまず一つ目の意見です。それか

ら他の自治体なんか見ますと協議会で受けているところでは財務に関する

規定を作って協議会の中で使えるものはそういう協議会の中でやりくりし

ても次の年に繰り越せますから、町の場合はそういう繰り越しってなかな

か難しいんですけどいろいろな面で有意義な部分もありますので、 少しそ

ういう財務に関する規定も、ご検討いただくとありがたいなと思っていま

す。2 点目の話は以上です。 

 

江澤課長：大変貴重な意見をありがとうございます。 

１点目につきましては、次回から補助の内容について、フィーダー系だと

いうことが分かるような形で更新させていただきます。2 点目につきまして

は、ご教示いただいたとおり、規定等についても、考えさせていただきた

いというふうに思っております。 

 

岩﨑副会長：よろしいでしょうか？それでは、このことについて、承認することでよろ

しいでしょうか？ 

 

委員全員：異議なし 

 

岩﨑副会長：ありがとうございます。続きまして、議題（３）令和９年度地域公共交通

計の認定申請について事務局より説明をお願いします。 
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鈴木(裕)：資料 3－1 令和 9 年度長南町地域公共交通計画別紙（地域内フィーダ

ー）を用いて説明 

 

岩﨑副会長：ありがとうございました。地域公共交通計画別紙については、協議会で承

認のうえ６月末までに国土交通省への提出が必要となります。 

ご意見、ご質問等はございますか？ 

 

成田委員：説明の中で表 1 と呼ばれていた部分でこれは確認のための質問ですけどフ

ィーダー系統は令和 8 年度も貰っているのですが、ここを開始するのは毎

年度を変えて開始するという解釈なのか、国の方からそういう指定があっ

たのか、 始めた時の年度でいいんじゃないかと思うんです。２点目ですけ

ども長南タクシーで行われている、デマンドタクシーのパンフレットのよ

うなものはあるのでしょうか。3 つ目の話はですね、年齢も 65 歳から、あ

と障害の 1 級から 3 級、障害者手帳の交付を受けている方、この辺はご本

人が、65 歳になっても何も言われないから使えるのに知らなかったとか 

その辺は町の担当の方でフォローされているのか、もしあるのであれば差

し支えない範囲で教えていただければと思います。 

 

江澤課長：こちらの方ですね、確かにおっしゃっていただいたとおり、令和 9 年度か

ら始めた事業というものではございません。状況といたしましては、こち

らの様式が今回から変わっていまして、運行事業者数が、2 事業者から 1

事業者になりこの様式を提出するような形になっています。ただ、おっし

ゃっていただいたように、地域内フィーダーをいつ始めたかというところ

の年度を入れるのが適切だと思いますので、次回からは町でフィーダーを

始めた年度を入れさせていただくような形になると思います。そして 2 点

目、この事業、デマンドタクシーに関してのパンフレット等があるかとい

うお話ですけれども、こちらの方は用意してございます。必要な時に、パ

ンフレットを用いてご説明や PR に用いさせていただいている状況でござ

います。そして 3 点目に関してなんですけども、こちらの方は主に、広報

誌の方で案内させていただいております。毎年定期的に広報のほうに掲載

させていただいて、PR もさせていただいていますが、この交通計画の別紙

のほうに、そういったところが、 特に掲載されていなかったので今後は掲

載をしていきたいと思います。 
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鈴木（裕）：資料 4－1 令和９年度長南町地域公共交通計画 別紙（地域間幹線） 

資料 4－2 令和９年度長南町地域公共交通計画別紙（別表） 

資料 4－3 地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系

統の概要及び運行予定者 

資料 4－4 地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びそ

の負担額（地域間幹線系統用）を用いて説明。 

 

岩﨑副会長：ありがとうございました。 

      ただ今の説明に対し、ご意見、ご質問はございますか。 

 

成田委員：千葉県及び市区町村、長南町以外も含めてですね、それから循環器病セン

ター、 小湊鉄道にちゃんと振り込まれたかというのは長南町でも把握され

ているのでしょうか？そしてこの循環器病センターから、事業者の方に振

り込まれた内容は、企画財政課の方で把握されているのかどうか、分かる

範囲で結構ですから、お答えいただけますでしょうか。 

 

江澤課長：循環器病センターの負担分について、町が直接確認しているかというとこ

ろに関しましては、現状では確認していないというような形になります。

どのような確認を現状しているかというと、資料を協議会が調整し、取り

まとめていただいているような状況もありまして、そちらの方から数字の

報告をもって、今のところは承知をしているところでございます。おっし

ゃっていただいたような形で、やはり自治体といたしましては、もらった

数字が本当に正しいのかを確認するという意味合いも含めましてですね、

確認の方法というのはいくつかあるかと思っております。 

 

丸委員：小湊鉄道の本社の方に電話かければわかると思うので、それでやっていただ

ければと思います。 

 

江澤課長：何らかの形で町も確認することが必要だと思いますので、よろしくお願い

します。 

 

福浪委員：資料 4-2 の関係で 2 点教えていただきたいですけれど、まず 1 点目が定量

的な目標・効果。どこの自治体さんも前年度と比較して 1%の改善って気に

なるところが多くあって、この 1%を目標にするのは全然構わないですが具

体的にこの 1%改善ってこの当該系統だと大体どのぐらいお客さんが増えな
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いといけないとか収入が増えないといけないとかコストをカットしないと

いけないみたいなのって何か試算されていれば参考までに教えていただき

たいなというのが 1 点です。 

 

江澤課長：これにつきましても、いろいろな収支の状況とかが決まった中で、目標と

して挙げていただいたものを各自治体も含めて、その中でその目標・効果

というものは妥当ではないかというふうに位置づけさせてもらっているよ

うな状況であるんですけれども、試算結果などの具体的な数字をこちらが

把握していないというのは適当ではないかとは思うんですけれども、数値

という形の中では、今すぐご確認できるような状況ではございません。 

 

福浪委員：今後で構わないので、ぜひ把握していただいて、でないと達成するために

どのくらい頑張らないといけないかっていう具体的な部分がわからないと

思いますので、ぜひ事務局としては把握していただきたいなというのが 1

点目です。もう 1 点質問ですけど、同じ資料 4-2 の中で、 3 番の目標を達

成するために行う事業の一番下、定期券購入費用の一部補助ってあるんで

す。これは継続という文字がないですけど、新しく始めるという理解でよ

ろしいのか。 

 

江澤課長：そちらにつきまして、引き続き継続をしてやるというような形の事業でご

ざいます  

 

大上委員：協議会の皆様へのちょっとお依頼事というところで今後こちらの幹線系統

について、さらに精緻な数値を詰めていくというような形になっておりま

す。年々数値が一部変わったりするということがございますので、そうい

った国からの補正指示があって数値が変わる場合、これについては事務

局、もしくは事業者の方に一任して訂正をするようお願いします。 

 

岩﨑副会長：よろしいでしょうか？それでは、地域公共交通計画別紙について、承認す

ることでよろしいでしょうか？ 

 

委員全員：異議なし 

 

岩﨑副会長：それでは、事務局より６月末までに国土交通省への提出をお願いします。続

きまして、議題（４）令和７年度長南町地域公共交通計画の評価について 



8 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

鈴木（裕）：資料５ 令和７年度地域公共交通計画の評価を用いて説明。 

 

岩﨑副会長：ありがとうございました。只今の説明に対しご意見、ご質問等ございます

か？ 

 

 

福浪委員：乗り合い利用率の件ですけど、評価のところを読むと、面積が広く散在し

ているため、乗り合いでの運行が難しい面もあるが、効率の良い配車を

し、乗り合い率向上を目指すとあるんですけど、これは、要するに今、乗

り合いになり得るお客さんが 2 人いるんだけど、 運べないっていう話なの

か、一人での利用が多いからあまり乗り合いで使ってくれる人がいないっ

ていうことなのか教えてください。 

 

江澤課長：状況としては面積が広く人口が散々しているという中で運行していただい

ているので、乗り合いしていただくような経路が確保できるような利用者

の方が少ない状況があるというふうに捉えております。そちらのほうが主

なところではないかなと考えに捉えております。 

 

鈴木（昭）：同じ地域で同じ時間に、同じ目的地に行くという方はなかなかいらっしゃ

らないというところはあります。しかし、夫婦やお友達で示し合わせても

らって、計画的に乗り合いしていただくというのはございます。同じ時間

にいるけど、うまく組み合わせられなくて断るというようなことがあるわ

けではなくて、もともと単独で利用する人が多いし、たまに乗り合いで利

用される方もいるというような状態です。 

 

岩﨑副会長：よろしいでしょうか？それでは、説明のあった内容で評価を提出すること

としてよろしいでしょうか？続きまして、議題（５）長南町地域公共交通計

画の目標達成のための施策について 事務局より説明をお願いします。 

 

鈴木（裕）：資料６ 長南町地域公共交通計画の目標達成のための施策を用いて説明。 

 

岩﨑副会長：ありがとうございました。只今の説明に対しご意見、ご質問等ございます

か？ 
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福浪委員：1 番、2 番、それぞれ実施の時期、目安でも構わないですけど、大体何月ぐ

らいに計画されているというようなものがもしあれば教えていただければと

思います。 

 

江澤課長：１番目は、ご説明の中では申し上げさせていただきましたけれども、長南フ

ェスティバルというものを、例年 11 月 3 日に開催させていただいておりま

す。 2 番目の、農産物直売所建設計画に伴う高速バスのバス停施設の検討で

すけれども、こちらの方は、現在町の方で農産物直売所の建設の方の検討を

進めているところです。時期といたしましては、今年度いっぱいということ

で、まずは検討させていただきたいところです。今年度末までというような

形での実施スケジュールの予定ですが、場合によっては来年度の直売所建設

の内容の検討に伴いまして、引き続き行っていくということも見込まれると

いった状況もございます。 

 

岩﨑副会長：よろしいでしょうか？ただいまの説明に対しすぐにご意見が出てこない方も

いらっしゃると思いますので、何かありましたら本日配布いたしました意見

書に記入していただきお手数ですが７月３１日（木）までに郵送によりご提

出をお願いいたします。メールでの提出を希望される方は、会議終了後事務

局にお声がけください。最後に、（６）その他ですが事務局から何かあります

か？ 

 

鈴木（裕）：次回協議会は１２月を予定しております。開催通知は一ヶ月程前に発送させ

ていただく予定ですがよろしいでしょうか？また、報償は後日振込み予定で

ございます。 

 

成田委員：資料 7 は、今日欠席の方もいらっしゃるんですけど、意見がなければ出さな

くていいというのを書いておかないとですね悩んでしまうことがあると思う

ので、事務局の方で対応をお願いしたい。 

 

岩﨑副会長：事務局は対応の方よろしくお願いします。 

 

鈴木（裕）：追加の方失礼いたします。今のタクシーにつきましてはですね、去年の計画で

は、2 事業者、長南タクシーさんとゆたかタクシーさんで実施していましたけ

ども、ゆたかタクシーさんの廃業に伴ってですね、長南タクシー1 事業者で実
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施という形になりますので、こちらの計画のほうには、2 事業者として現在は

掲載されているんですけれども、1 事業者と読み換えていただければと思いま

す。以上になります。 

 

岩﨑副会長：それでは、本日予定された議題については、終了しました。これで、議長の任

を解かせていただきます。皆様のご協力で、スムーズな議事の進行ができまし

たことを感謝いたします。ありがとうございました。 

 

５．閉会 

 

安藤係長：会長ありがとうございました。以上で、令和８年度第１回長南町地域公共交

通活性化協議会を閉会といたします。 

ありがとうございました。 

                             閉会 


